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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

ʲετʔϦʔʳ
　400 年前、池田家が加ཬ屋に城と城下町を新
たに築く際、地であったために水の֬保が大き
な՝となった。時の代官、ਨ水半左Ӵ門は
7LN 上ྲྀの山にτϯωϧ（山ᯄ道）を۷し、
ここから千種川の水を取水することによって、城
と城下町へのಋ水をՄ能とした。
　江戸時代の水道は、ҿ用水と農業用水を݉Ͷて
いるのが一ൠ的であり、赤穂でも浅野長直が戸島

新田村の開発のため、上水道に戸島用水をଓし
た。
　近代までの農業用水は村͝とに築かれており、
ׇ水時には水争いなど、ۓഭすることもあったが、
昭和 41（1966）年に赤穂市౷合取水井ԃが中山
に成し、は改ળされた。
　かつての上水道を取水した木には、今も取水
口が設置され、赤穂市の水ᙈとなっている。

༤地۠ߴ 歴史文化の視点̎

��．ۀ༻ਫͱึԼのਫᙈ

木津取水ޱ
ѱ水路ͱのަࠩ

山ᯄಓ
高雄川ࠖಓ

ಋ水路

高雄船渡取水Ҫԃ

赤穂市౷߹取水Ҫԃ

千
種
川

木津取水Ҫԃಓඪ地ଂ

の  ͜ͱຌྫ

山ᯄಓ高雄船渡取水Ҫԃ ಋ水路 ಓඪ地ଂ

0 1LN




